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全産業の過去データの推移
　　＊平成15年1月以降

イナスなら弱気（悲観）、原材料または

商品の仕入単価の場合はプラスなら上昇

気運、マイナスなら低下気運となりま

す。

プラス、マイナス同数の場合はＤ・Ｉ

はゼロになります。

たとえば、売上高増加企業50％、不変

企業30％、減少企業20％の場合、Ｄ・Ｉ

は50 - 20 ＝ 30となり、全体として経

営者の売上高に対する強気の度合いを表

しています。

イナスなら弱気（悲観）、原材料または

商品の仕入単価の場合はプラスなら上昇

気運、マイナスなら低下気運となりま

す。

プラス、マイナス同数の場合はＤ・Ｉ

はゼロになります。

たとえば、売上高増加企業50％、不変

企業30％、減少企業20％の場合、Ｄ・Ｉ

は50 - 20 ＝ 30となり、全体として経

営者の売上高に対する強気の度合いを表

しています。

本調査結果について、東日本大震災の津波で壊滅的に

被害のあった４商工会地区（陸前高田、大槌、山田町、野田

村）の状況は、調査不能のため含まれておりませんので、予

めご了解のうえ、ご覧下さい。
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[ 岩手県 産業全体 ]

主要景況項目の動き －前年同期比－
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（見通し）
平成24年
4～6月

製 造 業

建 設 業

業 況 天 気 図

　　　　　　　　期　間

　　業　種

小 売 業

サ ー ビ ス 業

売 上 高 Ｄ Ｉ
    100.0
         ～30.1

    30.0
       ～10.1

    10.0
       ～△10.0

    △10.1
       ～△30.0

    △30.1
     ～△100.0

表 示
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売　　上　　高

全 産 業 の 推 移
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製造業

建設業

小売業

サービス業

今期は、建設業が４期連続して上昇し、プ

ラス幅は２８．０となり、平成１５年１月～

３月期の調査時以降で最も高い水準を維持し

ています。

また、製造業が６．６ポイント上昇してプ

ラスに転じています。

しかし、サービス業及び小売業は、マイナ

ス幅が拡大しており、小売業は７．５ポイン

ト低下の△４２．５となっています。

来期は、すべての業種において、低下若し
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※建設業の売上高は完成工事高
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来期は、すべての業種において、低下若し

くは横ばいと予想されています。サービス業

がマイナス幅を３．７ポイント拡大させると

見込まれておりますが、建設業及び製造業は

プラス領域にとどまる見通しです。
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採　　　　　算

全 産 業 の 推 移
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今期は、建設業が横ばい、製造業、小売

業、サービス業の３業種では上昇しました。

しかし、全業種が依然としてマイナス領域

にあり、小売業ではマイナス幅が７．５ポイ

ント縮小したものの△４２．５の低い水準と

なっています。

来期は、建設業及び製造業において上昇が

見込まれ、特に建設業ではプラスに転じる見

通しです
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※採算は各業種とも経常利益
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(見通し)

見込まれ、特に建設業ではプラスに転じる見

通しです。
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資　金　繰　り

全 産 業 の 推 移
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今期は、急ピッチで上昇を続けていた建設

業が低下し、マイナスに転じた結果、全業種

がマイナスとなりました。

製造業においては、マイナス幅が２．８ポ

イント拡大して△１９．４となっています。

来期は、製造業が９．８ポイントの上昇と

なるものの、他の３業種では横ばい又は低下

し、資金繰りＤ・Ｉは全業種がマイナス領域

にとどまる見通しとなっています
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し、資金繰りＤ・Ｉは全業種がマイナス領域

にとどまる見通しとなっています。
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

製 造 業 の 推 移

23.3

38.7
43.3

30.0
32.3

25.8

-3.2

3.3

-3.3

3.3 3.2

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

今期は、増加企業割合の上昇と減少

企業割合 低下により 売上高Ｄ Ｉ
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企業割合の低下により、売上高Ｄ・Ｉ

は６．６ポイント上昇の３．３とな

り、プラスに転じました。

来期は、売上高の増加を予想する企

業は減少するものの、売上高の減少を

予想する企業も同様に減少することか

ら、売上高Ｄ・Ｉは、ほぼ横ばいの

３．２と予想されています。
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

製 造 業 の 推 移
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ント 大幅な増加となりましたが
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ントの大幅な増加となりましたが、

悪化企業も同様に増加した結果、採

算Ｄ・Ｉはほぼ横ばいの△９．７と

なりました。

来期は、採算の悪化を予想する企

業が大幅に減少していることから、

採算Ｄ・Ｉは０．０の水準まで回復

する見通しです。
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設　備　投　資

製 造 業 の 推 移

20.0

12.9

16.7

23.3

19.4

12 9

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

前期見通しでは、設備投資を行

う企業は減少し、６．７％と予想

されておりましたが、実際は予想

を上回る１９．４％の企業におい

て設備投資が実施されました。

来期は、設備投資を計画してい

る企業の割合は引き続き減少し、

１２ ９％となる見込みです

（％）
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来期は、設備投資を計画してい

る企業の割合は引き続き減少し、

１２．９％となる見込みです。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　製造業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

       新規参入業者の増加

       生産設備の不足・老朽化

       原材料の不足

製品（加工）単価の低下 上昇難

       原材料価格の上昇

       需要の停滞

       大企業の進出による競争の激化

       製品ニーズの変化

      原材料費・人件費以外の経費の増加

       事業資金の借入難

製 造 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）
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       その他

       生産設備の過剰

       人件費の増加

       金利負担の増加

       取引条件の悪化

      製品（加工）単価の低下、上昇難

       従業員の確保難

       熟練技術者の確保難
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18.5 
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7.4 

22.2 

7.4 

33.3 

0.0 

3.7 
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11.1 
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前期 今期
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

建 設 業 の 推 移

11.5
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今期は、建設業において、売上高増加企業

が４期連続して上昇した結果、プラス幅が１

２．０ポイント拡大して２８．０となり、平

※建設業の売上高は完成工事高
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(見通し)

成１５年１月～３月期の調査時以降におい

て、最も高い水準を維持しています。

来期は、売上高減少企業割合は減少するも

のの、売上高増加企業の減少により、売上高

Ｄ・Ｉは４．０ポイント低下の２４．０とな

る見通しです。
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

建 設 業 の 推 移

3.8

12.0
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20.0 20.0
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Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、マイナス幅の拡

大が予想されていましたが、実際
-38.5
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-80.0

-60.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

(見通し)

は、採算悪化企業は増加したもの

の、これを上回る採算好転企業の増

加によって前期と同じ水準の△４．

０となりました。

来期は、悪化を予想する企業が減

少するため上昇に転じ、プラス領域

の４．０まで回復する見通しです。
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設　備　投　資

建 設 業 の 推 移

15.4

12.0

32.0

20.0

16.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

前期見通しでは設備投資を実施

する企業は４．０％まで下落する

と予想されておりましたが、実際

の減少幅は予想を下回り、２０．

０％の企業で設備投資が行われま

した。

来期は、設備投資を予定する企

業は引き続き減少し、１６．０％

（％）
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H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

来期は、設備投資を予定する企

業は引き続き減少し、１６．０％

となる見通しです。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　建設業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

       大企業の進出による競争の激化

       材料の入手難

       請負単価の低下、上昇難

       材料価格の上昇

       材料費・人件費以外の経費の増加

       新規参入業者の増加

       下請単価の上昇

       熟練技術者の確保難

       民間需要の停滞

       官公需要の停滞

建 設 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）
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       従業員の確保難

       下請業者の確保難

       その他

       人件費の増加

       金利負担の増加

       取引条件の悪化

       事業資金の借入難

4.3 

13.0 

13.0 

21.7 

0.0 

9.5 

0.0 

14.3 

9.5 

4.8 前期 今期
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

小 売 業 の 推 移

7.3
12.5

17.5
22.5

20.0
15.0

-32.5
-35.0

40 0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

今期は、売上高増加企業が減少に転

じ、他方、売上高減少企業は増加した

-73.2

-65.0

-50.0

-57.5
-62.5

-57.5
-65.9

-52.5
-42.5

-42.5

-80.0

-60.0

-40.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

(見通し)

ことにより、マイナス幅が７．５ポイ

ント拡大して△４２．５となっていま

す。

来期は、売上高増加予想企業がさら

に減少するものの減少を予想する企業

も縮小するためＤ・Ｉは今期と横ばい

の△４２．５と予想されています。
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

小 売 業 の 推 移

0.0 0.0

10.0

0.0

10.0 10.0

42 540 0

-20.0

0.0

20.0

40.0
増加

減少

Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、２．５ポイント

低下の予想をしておりましたが 実

-65.9

-57.5
-52.5 -50.0 -52.5 -52.5

-65.9

-57.5

-42.5

-50.0

-42.5
-42.5

-80.0

-60.0

-40.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

(見通し)

低下の予想をしておりましたが、実

際は好転企業割合が増加したため、

マイナス幅は７．５ポイント減少し

て△４２．５となりました。

来期は、好転企業及び悪化企業と

もに今期と変わらず、採算Ｄ・Ｉも

横ばいの見通しです。
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設　備　投　資

小 売 業 の 推 移

15.0 15.0

22.5

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

前期見通しでは、１０．０％の

企業で設備投資が行われるものと

予想されておりましたが、実際は

予想を下回り、設備投資が実施さ

れた企業は５．０％にとどまりま

した。

来期は、設備投資を計画してい

る企業が大幅に増加し ２２

（％）
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7.3

15.0 15.0

7.5

5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

来期は、設備投資を計画してい

る企業が大幅に増加し、２２．

５％まで上昇する見通しです。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　小売業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

       仕入単価の上昇

       同業者の進出

       販売単価の低下、上昇難

       従業員の確保難

店舗の狭隘・老朽化

       消費者ニーズの変化

小 売 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

需要の停滞

大型店・中型店の進出による競争の激化

       人件費以外の経費の増加

購買力の他地域への流出

59.0 

28.2 

64.1 

30.8 

7.7 

17.9 

10.3 

25.6 

5.1 

7.7 

34.2 

23.7 

55.3 

34.2 

5.3 

23.7 

10.5 

39.5 

2.6 

13.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

23.1 

10.3 

30.8 

7.7 

0.0 

7.7 

7.7 

7.7 

5.1 

15.8 

7.9 

26.3 

10.5 

2.6 

13.2 

2.6 

10.5 

2.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 
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       商品在庫の過剰

       その他

       人件費の増加

       金利負担の増加

       代金回収の悪化

       事業資金の借入難

      店舗の狭隘・老朽化

       駐車場の確保難

5.1 

7.7 

2.6 

2.6 

0.0 

2.6 

5.1 

0.0 

5.1 

2.6 

13.2 

0.0 

7.9 

2.6 

2.6 

10.5 

0.0 

2.6 

5.1 

0.0 

2.6 

2.6 

前期 今期
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

サ － ビ ス 業 の 推 移

12.0
14.8

29.6
24.1 22.2

14.8

38 0

-31.5 -33.3
-29.6

-26.0

-40.8

-11.2

-7.4
-11.1

-14.8

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

今期は、売上高増加企業の減少

売 高減 企業 増加 -38.0

-55.6

-40.8

-80.0

-60.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

と、売上高減少企業の増加によって

マイナス幅が３．７ポイント拡大し

て△１１．１となり、業況天気図も

薄曇りから再び曇りへと移行しまし

た。

来期は、売上高増加を予想する企

業割合が減少し、売上高Ｄ・Ｉは

３．７ポイント低下の△１４．８と

なる見通しです。

(見通し)
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

サ － ビ ス 業 の 推 移

8.0
13.0 11.1

17.0 14.8 14.8

-32.0

-24.1
-27.8

-24.0

-29.6
-25.9

-18.8

-9.3
-13.0

40 0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、マイナス幅の拡

大が予想されておりましたが、実際

-42.6
-37.0 -35.8

-80.0

-60.0

-40.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

(見通し)

は悪化企業の減少が寄与してマイナ

ス幅は９．５ポイント縮小の△９．

３となり、３期連続の改善となりま

した。

来期は、採算の悪化を予想する企

業の増加によって再びマイナス幅が

拡大し、△１３．０となり、業況天

気図も薄曇りから曇りへの移行が予

想されています。
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設　備　投　資

サ － ビ ス 業 の 推 移

18.0

11 1
13.0

18.5
15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

今期は、ほぼ前期見通しの通りと

なり、設備投資実施企業は７．４％

にとどまりました。

来期は、設備投資を実施する企業

が再び増加し、１１．１％の企業に

おいて設備投資が予定されていま

す。

（％）
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18.0

11.1
13.0

18.5

7.4

11.1

0.0

5.0

10.0

15.0

H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12 H24.1～3 H24.4～6

す。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　サービス業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

       新規参入者の増加

       店舗施設の狭隘・老朽化

       熟練従業員の確保難

事業資金の借入難

       需要の停滞

       人件費以外の経費の増加

       利用者ニーズの変化

       材料等仕入単価の上昇

       大企業の進出による競争の激化

       利用料金の低下、上昇難

サ － ビ ス 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

46.7 

24.4 

40.0 

26.7 

11.1 

42.2 

22.2 

4.4 

6.7 

41.3 

13.0 

50.0 

34.8 

13.0 

37.0 

26.1 

6.5 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

31.1 

8.9 

24.4 

6.7 

2.2 

13.3 

8.9 

0 0

23.9 

6.5 

21.7 

8.7 

4.3 

13.0 

10.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 
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       金利負担の増加

       その他

      事業資金の借入難

       従業員の確保難

       人件費の増加

4.4 

6.7 

11.1 

6.7 

2.2 

4.4 

6.5 

4.3 

15.2 

2.2 

0.0 

4.3 

0.0 
0.0 

前期 今期
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売上高Ｄ・Ｉ
製造業 建設業 小売業 サービス業

全産業の過去データの推移（平成15年1月以降）
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集      計      資      料



１． 調 査 対 象 （１）対象地区 県内１０商工会地区 遠野、葛巻町、紫波町、西和賀、金ヶ崎町

（商工会名） 平泉、田野畑村、普代、洋野町、一戸町

（２）対象企業数 150 企業

（３）回答企業数 150 企業

２． 調 査 対 象 期 間 平成２４年１月～３月を対象とし、調査時点は平成２４年３月１日としました。

３． 調 査 方 法 （１）商工会の経営指導員が訪問面接し、聞き取りにより行いました。

（２）調査対象地区の設定は、商工会地区市町村人口規模別の実態を勘案して行い、調査対象事業の

      抽出は、業種規模等有意選出により行いました。

４． 対象企業等内訳                項目
  業種

製造業（地域産業） 31 （ 20.7 ） 31（ 20.7 ） 100.0

対 象 企 業 数 回 答 企 業 数 回 答 率 （ ％ ）

調      査      要      項

- 24 -

製

建 設 業 25 （ 16.7 ） 25（ 16.7 ） 100.0

小 売 業 40 （ 26.7 ） 40（ 26.7 ） 100.0

サ ー ビ ス 業 54 （ 36.0 ） 54（ 36.0 ） 100.0

150 （ 100.0 ） 150（ 100.0 ） 100.0

（注）カッコ内の数字は、構成比（％）を表す。

５． そ の 他 本報告書中のＤ・Ｉとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目に

ついての増加（上昇、好転、長期化）企業割合と減少（低下、悪化、短期化）企業割合の差を示すも

のであります。
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